
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（新新規規））給給食食セセンンタターー整整備備事事業業  

築４６年が経過した給食センターの改築に着手。 

食育を通じた児童生徒の健全育成や食物アレルギーへの対

応など、学校給食の役割を見直し、新たな給食センター整備

計画を策定する。 

する。 

2,200 万円 

 

（（継継続続））乳乳幼幼児児・・子子どどもも医医療療費費のの完完全全無無料料化化（（中中学学３３年年生生ままでで））  

            

  
中学３年生までの医療費の完全無料化（所得制限なし）により、

子どもの成長と子育てを支援する。 

（市単独助成分 1億 4,257 万円） 

2 億 6,433 万円 

県費：5,936 万円 

（（新新規規））小小野野東東小小学学校校運運動動場場のの整整備備  [[ＨＨ2255 へへ前前倒倒しし]]  

平成 24 年度から校舎大規模改造や体育館の改築に取り組んで

きた小野東小学校整備事業の最終として運動場を整備する。 

 総事業費：16 億 6,000 万円 

[Ｈ25 へ前倒し：1億 2000 万円] 

                          

1 億 2,000 万円 

国庫： Ｈ25 へ前倒し 2,000 万円  

1億5,807万円 （（拡拡充充））保保育育所所「「保保育育料料」」のの更更ななるる軽軽減減  

保育料の保護者負担を更に軽減するため、市独自で一部負担し

てきた保育料の軽減率を２０％から３０％へ拡大。 

子育て環境の向上と保護者支援の充実を図る。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（継継続続））妊妊婦婦健健康康診診査査、、特特定定不不妊妊治治療療・・不不育育症症治治療療費費助助成成  3,846 万円 

妊娠・出産に関する幅広い助成を実施。健やかな妊娠、出産へ

の支援と、経済的負担の軽減を図る。 

妊婦健康診査：上限７５，０００円（１４回分）、５００人分 

特定不妊治療：１回あたり５万円、のべ５０組分 

不育症治療：年間１０万円、１０人分 

（（拡拡充充））アアフフタターーススククーールル１１時時間間延延長長（（１１９９：：００００ままでで延延長長））  

空き教室等を利用して実施している全小学校のアフタースク

ールの開所時間を１９時まで延長（現在は１８時まで）。 

「子育てと就労の両立」という保護者ニーズに対応する。 

（ただし、延長が必要と認めた児童に限ります。） 

 

4,959 万円 

  県費：1,435 万円 

 

（（新新規規））病病児児・・病病後後児児保保育育事事業業  715 万円 

旧小野市民病院敷地内で実施予定の「病児・病後児保育事業」

を支援。「子育てと就労の両立」という保護者ニーズに対応する。 

  県費：477 万円 

 

（（新新規規））水水痘痘予予防防接接種種  1,470 万円 

水痘（みずぼうそう）予防接種が１０月から定期予防接種化（予

定）。１歳～３歳未満の接種対象者１，０００人分を予算措置。 

 

（（新新規規））図図書書館館シシスステテムムレレベベルルアアッッププ  

図書館システムをレベルアップし、北播磨初となる電子書籍

の貸出に対応する。また、セルフ貸出システムを新規導入し、

図書館利用者の利便性の向上を図る。 

 

2,000 万円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（継継続続））１１６６かか年年教教育育のの推推進進  

胎児から義務教育終了までの間、川島隆太教授

の脳科学の理論に基づく教育を実践。 

脳トレ遊びを取り入れた「いきいき子育て教

室」を実施し、家庭教育の充実を図る。（親子

向け教室、幼稚園教諭・保育士向け教室等） 

18 万円 

（（継継続続））脳脳科科学学研研究究のの推推進進  

脳科学研究の第一人者「東北大学：川島隆太教授（小

野市教育行政顧問）」の指導のもと、脳の成長期に応じ

た効果的な学習指導法等を検証。小学５年生を対象と

した脳活性化の実証実験も開催する。 

160 万円 

（（拡拡充充））特特別別支支援援学学校校へへののｉｉＰＰａａｄｄ配配備備  80 万円 

障がいのある児童・生徒の学習及びコミュニケーションツールと

して、Ｈ２４年度からの３か年計画でｉＰａｄを配備。 

Ｈ２６年度は１５台を配備し、一人一台の利用環境が完了。 

Ｈ２４：５台 Ｈ２５：１０台 Ｈ２６：１５台 合計：３０台 

（（新新規規））保保育育所所施施設設整整備備助助成成  3,000 万円 

法人保育所における老朽施設等の改修に対して助成

し、保育環境の安全性や利便性の向上を図る。 

Ｈ２６年度は、小野保育所と亀鶴保育所に助成。 

県費：2,000 万円  

  

県費：155 万円  

（（継継続続））各各ココミミセセンンでで““寺寺子子屋屋””事事業業をを展展開開  

各小学校区のコミセンごとに学習活動を中心とし

た寺子屋事業を展開。学習習慣の定着や学力向上に

重点をおき、地域住民やＡＬＴ（外国語指導員）等

が指導する。 

375 万円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（新新規規））防防災災行行政政無無線線整整備備  

大規模地震発生時にも通信可能な防災行政無線を整備。 

免震構造を備える災害対策拠点「防災センター」と被災現場を

専用無線でつなぎ、迅速かつ正確な情報収集や的確な指示伝達

により、被害を最小限に抑制する。 

6,000 万円 

専用パトロール車８台、警察官ＯＢを中心とする専任隊員１５

名によるパトロールを展開。パトロール車も順次更新し、安全

安心パトロールの体制整備を推進。 

（（継継続続））安安全全安安心心パパトトロローールルのの推推進進  5,376 万円 

（（継継続続））拠拠点点避避難難所所防防災災倉倉庫庫整整備備  

 防災資機材等の分散備蓄整備計画に基づき、拠点避難所に防災

倉庫を整備。発電機や毛布、懐中電灯等を備蓄し、より迅速、

柔軟に災害対応できる体制を整える。 

 Ｈ２５年度：河合小学校・来住小学校 

 Ｈ２６年度：市場小学校・河合中学校・小野小学校・コミセン下東条  

2,000 万円 

（（新新規規））浄浄谷谷黒黒川川丘丘陵陵地地整整備備事事業業  
3,120 万円 

浄谷黒川丘陵地内に、災害時には広域避難所や復興拠点とし

て機能する「多目的運動広場」を整備。 

平常時は、屋外運動場として活用し、健康増進にも寄与する。 

Ｈ２６年度は、造成工事に着手する。 

総事業費：約５．８億円 

国庫：1,944 万円  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ２４年度～Ｈ２７年度で実施する「通学路路肩カラー

化」の３年目。４年で総額１億円を計画。 

Ｈ２６年度も引き続き、市内小学校の通学路１４路線を整

備。 

3,000 万円 （（継継続続））通通学学路路安安全全対対策策強強化化事事業業  

  

5 億 4,590 万円 
（（継継続続））北北播播磨磨総総合合医医療療セセンンタターーのの健健全全経経営営  

昨年１０月にオープンした北播磨総合医療センターの健全経

営に係る負担金。公営企業に係る繰出基準に基づいた建設関

連経費の一部や高度医療等の不採算分野の経費等に対し、三

木市とともに負担する。 

建設関連経費の負担割合…小野市：三木市＝5：5 

運営関連経費の負担割合…小野市：三木市＝4：6 

（（拡拡充充））ココミミュュニニテティィババススのの運運行行  

誰もが気軽に利用できるコミュニティバス「らん♡らんバス」

の運行エリアを順次拡大。 

ダイヤ改正等を行い、公共交通機能の向上を図る。 

6,710 万円 

150 万円 （（新新規規））救救急急出出場場体体制制のの充充実実（（北北部部救救急急拠拠点点））  

粟田橋通行止めに対応し、小野加東広域事務組合事務所内に、

救急隊員３名及び救急車１台を配備。市内全域での現場到着時

間１０分以内体制を確保する救急出場体制を整える。 

 

（（新新規規））安安全全安安心心セセンンタターー整整備備事事業業 2,820 万円 

県警小野署のオープン（Ｈ２７年７月予定）に合わせて、防犯・

交通安全対策の機能を備えた拠点施設を整備。 

別途にＨ２７年度分として債務負担行為予算 3,680 万円を措

置。  総事業費：6,500 万円 

県費：120 万円  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（新新規規））ひひままわわりりのの丘丘公公園園整整備備事事業業  

ひまわりの丘公園の新たな魅力として、親水施設を新設。

公園機能を更に高め、夏場でも過ごしやすく、幼尐の子ど

もが安心して遊べる環境を整える。 

 

 

 

5,300 万円 

国庫：1,575 万円  

路線の新設。北播磨総合医療センターや小野工業団地へのアク

セス環境を改善する。 総事業費：約２４億円 

Ｈ２６年度は、橋梁上部工・舗装・排水構造物工事等を実施。 

〔Ｈ２５へ前倒し：1億円 Ｈ２６当初：3億 5,000 万円〕 

（（継継続続））新新都都市市中中央央線線整整備備事事業業  4 億 5,000 万円 

国庫： Ｈ25 へ前倒し：5,500 万円 Ｈ26 当初：1億 9,250 万円 

（（新新規規））ＬＬＥＥＤＤ防防犯犯灯灯新新設設整整備備  2,500 万円 

Ｈ２６～Ｈ３０年度にかけて、防犯灯倍増５０００作戦を展開。 

現在２，３００灯ある防犯灯を５年間で５，０００灯にまで増設し、 

暗がりを解消して、より安全安心なまちづくりを推進する。 

Ｈ２６年度：６００灯 Ｈ２７年度：６００灯 

Ｈ２８年度～Ｈ３０年度：各年５００灯 合計：２，７００灯 

（（新新規規））道道路路照照明明灯灯ＬＬＥＥＤＤ化化  

  

4,800 万円 

市内の全ての道路照明灯をＬＥＤ化し、灯具の長寿命化と

維持管理コストを削減。地球環境にも配慮した「明るいま

ちづくり」を推進する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,200 万円 （（新新規規））白白雲雲谷谷温温泉泉ゆゆぴぴかかリリニニュューーアアルル  

１０周年を迎える白雲谷温泉「ゆぴか」のリニューアル。 

来館者の利便性、快適性を向上し、より快適な時間を過ご

せる癒しの空間づくりを推進する。 

総事業費：約１．５億円 

 

（（継継続続））神神戸戸電電鉄鉄粟粟生生線線維維持持確確保保  

神戸電鉄粟生線の存続に向け、県や沿線市等と共同支援策を

展開。「乗って残そう 未来の粟生線」を合言葉に、利用促進

と活性化、安全輸送化、経営安定化を推進する。 

5,341 万円 

（（新新規規））主主要要道道路路環環境境整整備備事事業業  

市の玄関口や重要幹線道路、交差点を重点整備。植栽や清掃

等による美しい道路環境を整え、「おもてなし」や「歓迎」の

心を伝える道づくりを推進する。 

 

 

 

1,000 万円 

（（新新規規））ＪＪＡＡラライイススセセンンタターー整整備備  へへのの助助成成  

ＪＡ兵庫みらいが整備する小野ライスセンター再編整備事業へ

の助成。 

鉄骨２階建、延べ床面積２，０９２㎡の穀類乾燥施設は、キヌ

ヒカリ､ヒノヒカリ､山田錦の生籾１８００ｔを処理可能 

5 億 6,500 万円 

県費：5億 1,500 万円  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 億 6,000 万円 （（継継続続））道道路路舗舗装装整整備備５５ケケ年年計計画画  

Ｈ２２年度から開始した道路舗装整備５ケ年計画の最終

年。生活道路を重点的に整備し、市民生活に密接した道路

環境の向上を図る。 

400 万円 （（継継続続））垂垂井井南南地地区区のの土土地地区区画画整整理理事事業業  

土地区画整理により、良好な住環境整備を推進。 

Ｈ２６年度は、土地区画整理事業計画を策定する。 

（（新新規規））道道路路点点検検・・修修繕繕事事業業  

安全安心で快適な道路を維持するため、橋梁や道路の損傷状

況や構築物を総点検。計画的な修繕により、事故防止と長寿

命化を図る。 

 

Ｈ２５へ前倒し：800 万円 Ｈ２６当初：5,500 万円 

 

6,300 万円 

国庫： Ｈ25 へ前倒し：440 万円 Ｈ26 当初：3,025 万円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（拡拡充充））第第３３７７回回小小野野ままつつりりへへのの助助成成  

毎年多くの人々で賑わい、北播磨地域を代表する祭りへと発

展した小野まつりに対する補助。市制６０周年記念分の予算

を拡充。 

平成２６年８月１６日（土）・１７日（日）開催予定 

  

4,700 万円 

（（新新規規））市市制制６６００周周年年記記念念事事業業  

 

市制６０周年記念式典を開催し、小野市の更なる飛躍を祈念。

市制記念日（Ｈ２６年１２月１日）に開催予定。 

市民功労者の表彰、市制６０周年イベントを実施。 

 

 

1,000 万円 

市制６０周年 

（（拡拡充充））ううるるおおいい交交流流館館・・市市民民交交流流ホホーールル運運営営委委託託  

うるおい交流館の機能を充実させ、多様なイベント

の開催が可能な市民交流ホールが、６月にオープ

ン。市民交流ホールの管理運営もＮＰＯ法人へ委託

する。 

市制６０周年記念イベント分の予算を拡充。 

1 億 5,590 万円 

（（新新規規））チチャャリリテティィーー・・ハハーーフフママララソソンン開開催催  400 万円 

市制６０周年を記念し、小野市チャリティー・マラソンを開催。 

幅広い年齢層が参加できるコースを設定し、生涯スポーツの振興と

チャリティーを通じたボランティアマインドの更なる醸成を図る。 

開催日：１２月７日（日） 

コース：ハーフマラソン（２１．０９７５㎞）、 

３．０㎞・１．５㎞マラソン 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（継継続続））特特産産品品開開発発・・ＰＰＲＲのの支支援援  

（（特特産産品品活活用用地地域域交交流流施施設設補補助助金金・・特特産産品品研研究究開開発発等等）） 

 

  地元農産物を活用したオンリーワン特産品の開発に取り組む市

民団体等を支援。試作品やご当地グルメ関連経費等を助成する。

“誉田の館いろどり”の初度備品購入に対する助成も実施。 

180 万円 

（（継継続続））地地域域ココミミュュニニテティィ活活動動のの推推進進  

市内６地区の各地域づくり協議会に対し、使途を限定しない助成を

展開。地域が主体性をもち、自由に活用することにより、地域コミ

ュニティの自主・自立を促す。 

（年間３００万円、小野地区は６００万円）。 

2,100 万円  

自治会役員への積極的な女性登用を推進。自治会への女性参画を

促進し、地域の活性化を図る。（平成 25年度～平成 27年度） 

女性２名以上の継続登用：10万円 

女性が３役（会長・副会長・会計）の場合加算 10万円 

平成 25 年度：14 自治会 

平成 26 年度：14 自治会（2 年目）+新規 8 自治会分を予算化 

（（拡拡充充））  自自治治会会役役員員へへのの女女性性参参画画促促進進  350 万円 

（（継継続続））高高齢齢者者等等地地域域活活動動拠拠点点づづくくりり事事業業    3,420 万円 
自治会館等を活用し、地域が主体的に取り組む高齢者や子ども等 

の居場所づくりに対する支援。（１地区２００万円上限） 

・地域活動拠点づくりへの補助（生涯学習・交流等に必要な備品など） 

・活動拠点施設整備への補助（バリアフリー化など）  

   

実績：Ｈ２３：１８拠点 Ｈ２４：２０拠点  

Ｈ２５： ９拠点 Ｈ２６：１８拠点 

（（新新規規））商商店店街街魅魅力力アアッッププ支支援援事事業業補補助助金金  

市制６０周年及び商店街アーケード完成記念として、商店街の

魅力アップを支援。地域住民との協働により、商店街の魅力再

発見や新たな役割を検討する。 

400 万円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（新新規規））成成人人肺肺炎炎球球菌菌予予防防接接種種  

 

1,320 万円 

６５歳以上の５歳刻み年齢者の肺炎球菌予防接種が１０月に

法定化（予定）。※上限年齢などは未定 

対象者１，６００人分を予算措置。 

（（新新規規））雇雇用用創創出出事事業業  

県の緊急雇用就業機会創出基金事業を活用した

介護人材やそろばん後継者の育成。人材確保や

人材育成に取り組む事業所等と協力し、新規就

業者５名の雇用を図る。 

2,000 万円 


